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論文調査委員 教授 寺本 英 教授 松原武生 教授 加藤幹太 教授 小関治男
論 文 内 容 の 要 旨
生命現象を分子のレベルで理解しようとする分子生物学は, 生体構成分子の物理的化学的性質を明らか
にしながら, その分子の機能を解明する方向へと進んでいる｡ DNA や酵素の場合に示されたどとく, 坐
体高分子の研究では立体構造を明らかにする事が重要であり, それによって化学的物理的理解が深まり,
さらには生物学的理解を深める事をも可能にしている｡
申請者は主論文において RNA の二次構造に関する研究について 報告している｡ 生体内に存在する
RNA のうち転移 RNAはいくつかの種類について一次構造が決定され, 物理化学的研究結果とも合わさ
れて高次構造のモデルが提出され, また機能におけるその構造の重要性が指摘 されている｡ しかし伝令









べている｡ 放射性スペルミンと合成 リボ核酸 (pdyU, PolyA, PolyC,PolyIならびにこれらの混合物)












参考論文 1 と2では蛋白質合成系での機構解明の目的で主として リボゾーム上での転移 RNAの機能を
調べた研究の結果を報告している｡














ている｡ この RNAは申請者が二次構造を調べたMS2RNAと近い関係にある｡ 一次構造は部分的にしか
決定されていないが, その結果より逆平行二重ラセンを組み得る部分が存在することが示され, またその
部分が蛋白質合成の開始ならびに終止の機構と関連する様に見えることが指摘されている｡ 一次構造から
推定された安定構造体の部分が申請者の見出した構造体の部分と同じ性質のものであるかば現時点では明
確でない. しかし,Sangerらの一次構造を決定する方法と申請者の提出した二次構造の決定法が相補的に
組み合わされた時, 本来の伝令RNAやリボゾーム RNAの高次構造の有無ならびにその内容を明らかに
し, さらに生体内での蛋白質合成の機構の解明にも手がかりを与える可能性を示している｡ 故に申請者の
研究は分子遺伝学的生物物理学の発展において新しい知見を加えたと同時に新しい有効な研究法を拓いた
という意味で寄与するところが大である｡
また参考論文では蛋白質合成系での機構解明の目的で主として リボゾーム上での転移RNA の機能を調
べた研究結果を報告しているが, それらは申請者が分子生物学における広い学識と研究能力を有すること
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を示している｡
よって本論文は理学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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